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踏村法 ヲ慮用 セル尿中結核菌集菌法

肇北帝國大學馨學部桂内科敏室

服 部 威

1.緒

結 核 菌 ハ健 康 腎 デ通 過 セ ズ ト主 張 ス ル學 者 アル

モ(Spitzer(1},Medlarζ 潟,Mey奪r商,Thomas{4〕,

Bacanuζ5),Dimtza禽,St6cklinK3,Bader{8},

Studer{9}.井 高b、 近 時 多 ク ノ學 者 ハ腎 蝋 二結

核 性病 攣 ナ ク トモ、 尿 中結 核 菌 ノ患現 スル づ ト

ァル テ認 ム ル ニ至 レ リ(Foulerton及Hillierii」,

Humberti21,Kieneuthner⑬,Widbolzi鮎,

Deist'is・,Fain嫡,Ritteri7,Ramelfigi,Blumitw,

Munro2",Ubelh6r?i,Schneider't'2),Heusch23,

志賀鶴、北 川偽・、KarlBreu燭,熊 谷 」う。Karl

Breu二 從 ヘ バ、 結 核 繭 尿 ハ 腎摘 出術 轟封 ズル

適 慮 ノ決 定 ト、 肺 結 核 ノ血 行 姓経 過 ノ謹 明 トノ

ニ重 ノ臨 林 的 意 義 テ有 ス.此 見 地 ヨ リス レバ、

尿 中結 核 菌 ノ謹 明 テ以 テ直 チ ニ尿 路 結 核 ノ診 断

テ下 スコ ト不 當 ナ リ.サ レ ド尿 踏 結 核 ノ確 實 ナ

ル診断 ニハ臨 林 的 症 歌 、 「レ」線 像 攣 化 、膀 胱鏡

的攣 化 、 腎臓 機 能 障 碍等 ノ外 二尿 中結 核 菌 ヲ讃

明 スル ゴ ト甚 ダ必 要 ナル コ トニ囑 シ、 又此 事 ハ

治療 方針 ノ決 定 、 或 ハ豫 後 判 定 上 ニ モ重 要 ナ ル

コ トナ リ。

尿 中結核 菌 謹 明 法 ト シテ最 モ簡 軍 ナ ル方 法 ハ、

尿遠 心沈 渣 ノ輩 純 塗 抹 標 本 ヨ リ結 核 菌 ヲ讃 明 ス

ル づ トナ リ。 サ レ ド欺 ル方 法 二於 テハ、 菌 陽 性

ナル ベキ場 合 二於 テ モ陰 性 二終 ル づ ト少 ナ カ ラ

ズ,最 モ確 實 ナ ル方 法 ハ動 物 實 験 及培 養法 ナ レ

ド、 比較 的 短 時 日 二成 績 ヲ判 定 シ得 ル培 養 法 二

依 リテモ、 尚 十 藪 日乃 至 数 十 日テ要 シ、 緊 急 ノ

場 合 二間 二 合 ノ・ザ ル不 便 ア リ、 コ ・二於 テ 擾

秀 ナル集 菌 法 ヲ必 要 トナ ス ニ至 ルハ 鴬然 ナ リ.

醜 ツ テ結 核 菌 集 菌 法 デ観 ル ニ、Uhlenhuth・'s,

Antiformin法 凝 表 以 來 、 相 次 イデ多藪 ノ攣…法

論

考 案 セ ラ レタ リ、 集菌 法 操 作 ノ主 眼 ハ 可 検 材料

中 結 核 菌 以 外 ノ固 形 物 テ溶 解 シ、 之 チ卒 等 ナ.ル

液 状 トナ シ薦 ヲ遠 心沈 澱 ス ルニ ア リ、 然 ル ニ從

來 ノ諸 法 ノ 多 ク ノモ ノハ、 ソノ均 等 化 二短 ク ト

モ数 時 間 、 長 キ ハ 敷 日 テ要 シ、 叉沈 渣 ヲ塗 抹 ス

ル際 更 工生 理 的 食盤 水 テ以 テ洗瀞 シ、 沈 澱 ヲ繰

返 サ ザ レ バ染 色 ノ際 流 失 ス ル カ、 反 ハ標 本 ガ汚

稜 トナ ル ノ嫌 ヒ ア リ.今2、3尿 中結 核 菌 集 菌

法 ト シテ アゲ ラ ル ・方 法 テ ミル ー:・、HillPt.FE[硫

酸tttバリウ ム.・法 ニ テハ尿 二15.%Antiformin1

-2滴 ヲ加 へ
、 之 二 〇.5%硫 酸 少 言".1、1。0%鞭化

「バ リウ ム∬1-2滴 ヲ禰 へ遠 心沈 漫突シ
、沈 渣 プ塗

抹 鏡 検 スル ニ ア リ。 叉 曾 我3"氏Ka◎lin-Anti-

formin法 二於 テハ 、 尿 二Kaolin-Antif◎rmin

混 合液 ヲ作珊 セ シ メテ集 菌 ス ルモ ノナ ル ガ、 曾

我 ハ其 成 績S直 接 塗 抹 検鏡 、Hill氏 硫 酸 「バ リ

ウ ム」法 及 ビ喀 疾 結 核 菌 集 菌Chloroform(3三LA1-

koho1法 テ尿 二 用 ヒ テ其 成績 ヂ比 較 シ、 曾 我 氏

Kaolin-Antiformin法 二於 テノX直 接 塗 抹 検 鏡

ニ テGafftyIIナ ル モ ノ ヨ リVI二
、1ナ ル モ ノ

ヨ リ皿 二、 班 ナノレモ ノヨ リVll二 bllナ ル モ ノ ヨ

リm二 檜 薗 シ得 タ リ トノ成 績 ラ ア ゲ、Hilt氏 硫

酸 「バ リ ウム」法 二 比 シ、 操 作 著 シク 簡 便 ニ シ

テ、 而 モ其 ノ菌 検 出率 二於 テ ハ劣 ル所 ナ シ トイ

《 リ、 爾 同氏 ハChl◎r◎form-Alkoh◎1法 ニ テ モ

Kaolin-Antif◎rmin法 ト凡 ソ同成 績 テ アゲ タル

モ、Chl◎rof◎rm-Alkoh◎1法 二 於 テハ沈 渣 ノ探

取 、 塗 抹 等 二特 別 ノ手技 ヲ要 スル 爲 、短 常確 實

ナ ル成 績 ヲ得 ル コ ト困 難 ナ リ トィヘ リ、 爾 づ レ

ラ ノ方 法;一於 テハ塗 抹 標 本 作製 ノ際 罪 白、Gly。

cerinヲ 載物 硝 子 二塗抹 乾燥 セ シメ 置 ク テ要 ス



452 服部嵩田村法ヲ磨用セル尿中結核菌集菌法 【第19管

ル不 便 ア リeLange32!及Nitsche/Ligroin法

ハLigroin層 テ作 リ、 之 二菌 テ 浮 游 セ シムル

モ ノナ ル ガ、 高 橋33,及李 ノ・Benzinテ 周 フル浮

游 法 テ實 験 シ、 臨 躰 的 二腎 臓 拉 二膀 胱 二結 核 性

病 攣 ノ 確i實 一=存在 スル患 者42例 二就 キ、 此 法

及 ビ遠 心 沈 澱 法 テ比 較 シ、遠 心 沈澱 法 ニ ヨ リ38

%ノ 菌 陽 性 傘 、Benzin集 菌 法 ニ ヨ リ79.3%ノ

菌 陽 性 傘 テ得 タ リ、 又 各 例 二於 テBenzin集 菌

法 ヨ ヨ リ遠 心 沈 澱 法 ヨ リモ相 常 多撒 ノ菌 ヲ登 見

セ リ ト言 ヘ リ、 サ レ ド此 方 法 二 於 テハBenzin

層 テ作 ル爲 二数 時 聞 テ要 ス ル不 便 ア リ。 次 二片

倉 、 岡 、 石 川 、 田村 ⑳ ノ菌 尿 護 明 改 良 法 ハ 大 量

ノ尿 ヨ リ集 菌 シ、 コ レテ培 養 二慮 用 セ シモ ノナ

ル ガ、 沈 澱 二長 時 間 テ要 シ、 且 塗 抹 標 本 ノ作 製

ニ ハ 不 適 當 ナ リe最 近Petrof癖35し ・「タ ンニ ン」

酸 法 ラ登 表 シ タル ガ、 之 又大 量 ノ尿 テ用 ヒ、 慮

置 後 一 蓋 夜 放 置 ス ル コ け 要 ス ル モ ノニ シテ、

加 之標 本作 製 ニハ 盤 酸 、 或 ハ 牛 乳 テ用 サテ固 定

ス ル テ要 スル 不 便 ア リ。

以 上 ノ如 ク從 來 ノ尿 中結 核 菌 集 菌法 ハ主 トシテ

培 養 ラ 目的 トシ、 塗 抹 標 本作 製 ニ ハ 不適 當 ナル

モ ノ ア リ、 或 ハ 又 大 量 ノ尿 ラ 用 ヒ 長 時 間 テ要

シ、 敏 速 二 尿 中 結 核 菌 テ集 菌 スル 目的 二適 セザ

ル モ ノア リテ、 何 レモ理 想的 暗 琴シ難 シ。

先 二 我 教 室 田村 岡 ハ 喀 疾 結 核 菌 集 菌 法 ラ 創 案

シ、 之 ニ ヨ リ軍 純 塗 抹 ノ約37倍 ノ菌 ヲ検 出 シ、

培 養 法 ニ ヨ リ1本 ノ 培 地 二10以 下 ノ 聚 落 テ認

メ得 ル程 度 ノ喀 庚 ニ テ モ、 屡 々菌 テ検 出 シ得 ル

コ ト、 從 ッ テ之 ニ ヨ リ相 當 程 度 迄結 核 菌培 養 テ

節 約 シ得 ル コ トヲ述 ベ タ リ。

余 ハ桂 教 授 ノ意 圖 ノ下 二、 同 法 テ尿 中結核 菌 二

慮 用 セム コ トヲ企 テ、 尿 中結 核 菌 沈 澱 ニ モ工 夫

ラ施 シテ實 験 子重 ネ 、次 ノ方 法 二到 達 セ リ.

II。 尿 中結核菌集菌法(「ピク リン」酸法)操 作

凡 ソ多 ク ノ尿 集 菌 法 ノ主 眼 トス ル所 ノ、雲架 歌 ノ

渥 濁 テ生 ゼ シ メ、 浮 游 セル菌 テ之 ト共 二沈 下 セ

シ メ、且 コ ノ際 菌 以 外 ノ沈 澱 テ可 及 的 少 ク セ ム

トス ルニ ア リ、 余 ハ 此 目的 ノ爲 成 ル可 ク李 凡 ナ

ル試 藥 テ使 用 シ且 簡 易、 短 時 間 二操 作 シ得 ル コ

トテ圭 眼 ト シ、種 々 ノ沈 澱 剤 ヲ試 用 シ タル 汽 尿

蛋 白 定 量 二用 ヒ ラル ル エ ス・㍉ ハ氏 液 ノ 試 用 ニ

ヨ リ、大 二良 好 ナ ル結 果 テ得 ル コ トニ 氣 付 キ タ

リ、 依 ツ テ之 ヲ 「ピ ク リ ン」酸 法 ト名 付 クベ シ、

之 ニ ヨ リテ生 ジ タル沈 澱 ハ 田村 法 二從 ヒ、25%

苛 性 曹 達 テ以 テ虞 理 スル ニ ア リ、 先 ヅ尿 蛋 白 テ

「ズ ル フォサ リチ ー ル」酸 テ以 テ 検 シ
、 著 明 陽性

ナ ル トキハ 、 尿 ヲ良 ク撹 搾 シ タル後20ccヂ ス

ピヅツ グ ラ 勾 二 取 リy之 ニ エ スバ.・7ハ氏 液5cc、

251i:、破 酸2--5滴 、 新 鮮 ナル 水 約10ccデ 加 フk

然 ル トキハ直 チニ 紫 黙 ラ生 ズ ル故vi麗 拝 後3000

廻 轄 ニ テ20分 間 遠 心 スs水 ハ総 テ 新 鮮 ナ ル 蒸

溜 水 叉 ハ 水道 水 テ使 用 ス・ぐ久 瓶 中 二 長 ク瀦 溜

セ ル水 ノ如 キ ハ 、 時 トシテ其 中 二抗 酸 性 菌 ノ檜

殖 セ ル づ トアル ヂ以 テ注 意 ヲ要 ス.次 デ上 清 テ

捨 テ、 沈 渣 二25%苛 性 曹 達1滴 テ加 へ、火 熔上

ニ テ 加 熱 シヅ ツ
、 先 ヲ鏡 利 ニ セ ル 竹 割箸 ニ テ

「ス ピッツ グ ラス」ノ尖 端 二達 スル ヤ ウ良 ク撹 搾、

溶 解 セ シメ、 少 量 宛 ノ新 鮮 ナ ル 水 テ加 ヘ テ毎 同

撹 搾 シv沈 渣 ノ凡 ソ20倍 二 至 ラ シメ、再 ビ3000

廻 轄 ニ テ20分 間 遠 心 ス。

斯 ク シテ生 ゼ シ沈 渣 ハ極 メ テ少 量 ナ リ、 コ ノ上

溝 ラ捨 テ 沈 渣 ラ 水 洗 スル コ トナ 久 「ピペヅト」

ニ テ良 ク混 和 シタ ル後
、 ソ ノ儘 固 定液 ラ用 フル

コ トナ ク、 載 物 硝 子 上 二長 方 形 二塗 抹 ス。 若 シ

尿 蛋 白反 慮 陰 性 、 又 ハ弱 陽性 ナ ル 時 ハ 、豫 メ尿

20ccテ 「スピッツ グ ラス」ニ ト リ タル 後i血 漿(赤

沈 速 度測 定 二 用 ヒ 終 リタ ル 血 漿 ヲ 使 用 スル テ

得)0.5ceテ 加 ヘ オ キ前 述 ノ如 ク庭 理 スル ナ リe

「ピ ク リ ン」酸 集 菌 法 ト比 較 スル 爲
、 刷 二同 量 ノ

尿 ニェ スバ ッハ氏 液 テ 加 フル コ トナ ク 遠 心 シテ

得 タ ル沈 渣 二 、前 述 ノ如 ク25%苛 性 曹 達1滴 テ

加 へ集 菌塵 理 ヲ行 ヒ塗 抹 標 本 ヲ作 リ、 之 ヲ軍純
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集 菌 法 ト名 ヅ ク.又 同量 ノ尿 テ軍 二遽 心 シテ得

タル沈渣 ノ軍 純 塗 抹標 本 チ作 ル。 各 塗掛 票本 ハ

40℃-70℃ ノ電 熱 乾 燥 器 中 ニ テ乾 燥 セ シ メ タル

後、「チー ル」・戸 田氏法 、或 ハHonsell氏 法 ニ

ヨ リ染 色 セ リ、 集 菌 標 本 ニ テハ 菌 ハ 塗 抹 ノ邊 縁

二集 リ易 シ、 サ レ ド塗 抹 二際 シ長 方形 ヲ描 キ、

邊縁 ラ 少 シク濃 クナ ス時 ハ成 績 更 二 良 好 ニ シ

テ、鏡 検 二甚 ダ便 ナ リ.樹 集 菌 塗 抹 標 本 ハ 「チー

ル」・戸 田氏 法 テ以 テ染 色 スyバ 、菌 ハ 青 キ地 轟

眞 赤 二染 色 シ検 出 甚 グ容 易 ナ リ。

本 集 菌 法 ノ検 査 二用 ヒ タル ノ・、 確 實 ナ ル尿 路 結

核 患 者 、 疑 似 尿 路結 核 患 者及 ビ肺 結 核 患 者 ノ尿

ニ シテ、 各k200-300ccヲ 尿 「づ,プ 」二壬蒙 ラ シ

メ、 ソ ノ中 ノー一部 デ使 用 シタ リ.

III,實 施 成績

A.輩 純塗抹法 ト輩純集 菌法 トノ比較

各20ccノ 尿 ラ 遠 心 沈 澱 セ ル沈 ・渣ノ 輩 純 塗 抹 標

本 ト、 同量 ノ尿 ヲ輩 純 集 菌 法 ニ ヨ リ礎 理 セル標

本 中 ノ各100親 野 中 ノ菌 撒 テ比 較 シタル ニs第

1表aノ 如 ク各 例 二就 キ テ云 ヘバ 、 軍純 集 菌 ニ

テノ・軍 純 塗 抹 ノ 最 低1.8倍 、 最 高89。6倍 ノ菌

テ登 見 シ、纏 教二就 キ テ云 ヘ バ、輩 純 塗抹 ニ ョ

リ獲 見 セ ラル ル菌659二 封 シ、 輩 純 集 菌 ニ ヨ リ

登 見 セ ラルル 菌9230ニ シテ、 帥 チ 軍純 塗 抹標

本 ニヨル登見菌数 ノ凡ソ14倍 二相當 ス。

第1表bモ 亦軍純塗抹 ト輩純集菌 トノ比較 ナル

ガ、表示 ノ如ク軍純塗抹ニテ菌 ヲ蕨兇 シ得ザル

場合二於テモ、輩純集菌法ニヨリ屡 ㌃蔚癸見 シ

得ルコトヲ示ス、即チ唯還心沈澱沈渣二集菌法

ラ施行セルバ ニテモ、遠心沈渣 ノ輩純塗抹標

本二比 シ、遙 カニ優秀ナル成績ヲアグルヲ得.

第1表 輩純 塗抹法 ト箪純 集菌 法 トノ比較(100親 野中 ノ菌籔比較)

a.箪 純塗抹陽性 ナノy場合

b,軍 純 塗抹陰性ナル場合

輩 純 塗 抹 _0。_≦L_皇 。_免00

1

__」L」L」L」 し」L」Lユ{.」 ⊥⊥ 」L
810、6123101018.2174/12軍 純 集 菌35;4

潭 純 塗 抹}001」Lユ10100

2}43「訴 一r冊 青 胃 ÷ 書 書4書 一婁輩 純 集 菌i52i,

輩 純 塗 抹00彗00000000iOOiOOO{}

畷 「 窺 集 菌 一r1臨 蒸 「 訂11㎜ 簗 幽菊 韮牙 マ/一 ぎ 臓;5了 二 「 ギ

軸 塗 抹}0⊥ 」Ll⊥÷ ⊥ ⊥ 」一÷0… 乱 」」 乱00
輩 純 集 菌 ・1プ1 3111113 61、gi3・3261Q3

箪 純 塗 抹Q…000000-一 一 一
617ユ1211翠 純 集 菌i21iい 鉦
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B.軍 純 集菌 法 ト「ピ ク リン』酸 法 トノ比較

次 二尿2⑪ccノ 「ピ ク リ ニ」酸 集 菌 法 ト、同量 尿 プ

輩 純 集菌 法 トニ ヨ ル塗抹 標 本 ノ 各100視 野 中 二

於 ケル 菌 撒 テ比 較 ス ル ニ、 第2表 ノ如 ク「ピ ク

リ ン」酸 法 ニ ヨ リ 輩 純 集 菌 法 ノ 最 低1.3倍 、 最

高38.3倍 ノ 菌 ヲ磯 見3、 総 計 軍純 集 菌 法 ニ ヨ

リ{獲見 セ ラル ル菌4{怖8二 肇寸シ、 「ピ ク リ}」 酸

集 菌 法 ニ ヨ リ幾 見 セ ラル ル菌13767エ シテ、"

ノ濾 撒 ヨ リ算 出 ス レバ、 ザピ ク リ ン」酸 集 菌法 ニ

ヨ リ検 出 シ得 ル菌 敷 ハ、 輩 純 集 菌 法 ノ2.9倍 ト

ナルゆ 前 述 ノ如 ク輩 純 集 菌 ニ ヨ リ輩純 塗抹 ノ約

14倍 ノ菌 テ獲 見 シ得 ル テ以 テ、 從 ツテ 「ピ ク リ
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第2表 軍純集菌法 ド ピ ク リソ藩酸法 〉ノ比較(100規 野 中 ノ菌籔比較)

軍 純 集 菌 法 _感/
82

皿 　貯

20.2

;
∂18

-一 』-

2.56

122216興 ウ3・1010!18「?7458:82}5
…

ビク 離 ソ 酸 法
}… 一…

・9

3612866161.24
冑一 笥 一 一

↓.512.3

264・i33コ12・61・22{152・2i67

倍 率
一

32.61 2.82.6411。8131.7…1.5,2。1{19}6i13.4

箪 統 集 菌 法 14165178
--i

63624154

之943119
1

10 1Z3
一一 　 }

85

17824182471149612
4712117

3
一～ 一 一 一 　 wr-一

ピ 〃 リ ソ 酸 法

嫁=蓉}

307i62・407〆

F-一一一一一`一 皿i-一 一一一一一

1418644137&11 4

倍 傘 3。ヲ1.9}1。.5L4{2.17.3』3.6

1-__

14i2.4641.61.5411.618.5 1.3
一

輩 純 集 菌 法 101 174221i 8Q獄467 2572211411q48
…

34}1120…12

ピ ク リ ソ 酸 法 372 542}3613、
一

13α20;1698
1

_虹 　

48496623128G1581 56!1930186
倍 牽 3.72 ∫ 3.111.613L62。 ・3.6 1.96.8132;2。22、53。2 , 1.611.7;71.
輩 純 集 菌 法11i92} 815122116110813r7

一 一{-

1973421

3栖'3{ 6:3i23{1

ピ殉 ソ醗 幻2 424

一鑑 引 一一

7934611407011761
一

1750
…

230114…1413
…町w

倍 奉}214.6、9.839.21g.34.310.815.1316

Ili
5.63.8i38.33.62…4.63

軍 純 集 菌 法6、103ZI11112 }箪純集薗 法4668
一

ピ ク リ ソ 酸 法16
…1628117

}ラ …b:

_{"閏}噛

2,331

総 計}Ψ 列 ソ酸 法 ユ3767← …

倍 傘2.61.6218i

一一一 一 一

1.4 瞬 奉2.9

C.rタ ン ニ ン」酸 沈 澱 法 ド 「ピ ク リ ソノ酸 法 ト ノ 比 較

襯

最 近 黄 表 セ ラ レタ ルPetroff氏 「タ ンニ9」 酸 集

菌 法.,!xEPチ、30%酷 酸 二∫テ 豫 メ 酸 性 ニ セ ル 尿

1000cc二 封 シ、5%「 タ ンニ ン」酸2ccテ 加 へ 、

氷 室 二24時 間 放 置 シ タル後 、 生 ぜ シ 沈 澱 ノ ミ

テ ト リテ遠 心 沈 澱 シ、 ソ ノ沈 渣 テ4%苛 姓 曹 達

轟 テ溶 解 セ シメ タル後 再 ビ遠 心 シ、 沈 渣 ラ牛 乳

ヲ以 テ固 定 シ塗 抹 標 本 テ作 ル ナ リ、

然 ル ニ余 ハ 上記 ノ割 合 ・,…「タ ンニ ン」酸 ヲ加 ヘ タ

ル尿20cc-7ト リ、3⑪00廻 轄 ニ テ20分 間 遠 心 沈

澱 シ、此 沈 澄 二25ぢ 苛 性 曹 達 ノ滴 デ加 ヘ テ集 菌

シ、 之 ヲ「ピ ク リ ン」酸 法 ト、 各100覗 野 中 ノ菌

轍 ヲ比 較 セ シニ 第3表 ノ妬 ク「ピ クリ ン」酸 法 ニ

ョ リ瑳 見 セ ラノレル 菌 糸慰撒12527二 封 シ、 「タ ン

二}」 酸 法 ニ ヨ リ蕨 見 セ ラル ル菌 縮 数6218ニ シ

テ、 「ピ ク リ ン」酸 法 ニ ヨ リ「タ ン轟 ン」酸 法 ノ凡

ソ2倍 ノ菌 ヲ畿 見 シ得 ル コ ト トナ ル、 コ ノ成績

ヲ以 テ直 チ ニ 「タ ンニ ン」酸 法 テ籔 字 的 二批 制 ス

ル ハ 至當 ナ ラザ ル ベ キ モ、 少 ク トモ「ピ ク リ ン」

酸 ニ ヨル トキ ハ、rタ ンニ ン」酸 … ヨル ヨ リモ多

数 ノ菌 ヲ沈 下 集 菌 セ シメ得 ル 質 トテ知 レ リ.

箱3表 叛 ンニ ソ」酸沈澱 法 ド ピク リソ」

酸 法 トノ比較(10例 二於 ケル各100

親野 中総菌徽比較)
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比12,0
P



第6號 】 服部=田 村法 ヲ磨用 セル尿 中結核菌集菌法 455

D。 ザピ ク リ ン」酸 法 ト培 養法 トノ比較

「ピ ク リ ン」酸 法 ノ数 果 ハ前 述 ノ如 ク輩純 塗 抹 ノ

凡 ソ40倍 、「タ ンニ ン」酸 法 ノ凡 ソ2倍 ナ ル モ、

夏 雲之 ト培 養 法 ト ノ比 較 ヲ試 走タ リ、即 チ20ec

ノ尿 ニテ 「ピ ク リ ン」酸 葉 菌 ヲ行 フ ト同 時 二、 同

量 ノ尿 テ遠 心 沈 澱 シ、 沈 渣 ヲ4駕 硫 酸 ニ テ塵 理

シ、各 々3本 宛 ノ 岡 ・片 倉 ノ 培 地 二2白 金 耳宛

塗 抹 シ培 養 テ行 ヒ、 毎 週 検 査 シ ツツ60日 迄 検

査 シ1生 ぜ シtコUニ ー」ハ3叡 ヲ李 均 シ テ表 ハ

セ リc第4表 二示 ス如 ク、 輩 純 築 薗 ニ テ容 易 轟

菌 デ登 見 シ得 ル程 度 ノモ ノニ於 テハ 、 培 養 上 多

数 ノ「コロ二 一」テ生 ズa
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側肺結核轟テ死亡セル青雲シテ、尿 ヨリ培養土

結核菌 ヲ讃明 シタルモ、隼前尿路結核 ノ白斑症
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状 ナク、剖検 ノ結果ハ腎臓二極小ナル結核性漿

化テ見タリe叉 第3例 、一 八尿路結核 ノ

症状ナ クi尿 結核菌、「ピクリン」酸葉菌法及培

養法共 二成績陽性ナリシガ、麗罷解剖 ノ結果、

腎及爾他尿路 ノ結核性墜死 ヲ認 メザリキ.

緒論 二於テ尿中結核菌 ノ讃明 ハ、必ズ シモ尿路

結核 ノ診断 トハナラズシテ、血行性撒布及重症

末期肺結核 二於 テ.薗 尿症 チ培養土説明 スルコ

トアルコトテ述べ タルガ、本集 菌法ハ偶々斯 ル

菌尿症 ノ場合二於テモ陽性二表ハルルコトアル

テ万くシタルモノナリc

論

1.エ λバ 〆 ・氏 液 ラ以 テ尿 二 黎 状 溜濁 ラ生 ぜ シ

メ、其 遠 心沈 渣 二 田村 法 ヲ:施シ、 尿 中結 核 菌 ラ

葉 蘭 スル 方 法 ヲ考 案 シ「ピ ク リ ン」酸 法 ト名 ヅ ケ

タ リc

1佗 タ リ ン鍛 法 論 ヨル トキへ 從 來 褒 表 セ

ラ レタル種 々 ノ集 菌 法 二比 シ簡 易 、短 時 間 二尿

中 ノ僅 少 ナ ル結 核 菌 テ説 明 シ、從 ツテ 日常 外 来

検 査等 エ モ充 分 使 用 ス ル コ トテ得c

3・ 本法 二依 ル 結 核 菌 検 量率 ハ、 遠 心沈 渣 ノ輩

純 塗抹 ノ凡 ソ40倍 ニ シテ、 輩 純 塗抹 菌陰 性 ナ

ル尿 ヨ リ甚 ダ屡 々結 核 菌 テ検 出 シ得 。

4。 本 法 ニ ヨル成績 ト他 ノ 葉 蘭 法 ノ 成 績 ヲ比 較

スル ニ、rピ ク リ ン」酸 ヲ用 ピザ ル輩 純 築 菌 法 ノ

凡 ソ3倍 、Petr◎ff氏 ドタ ンニ ン」酸 法 ノ約2倍

ナ リ0

5.培 養 法 ニ ヨ リ20一一 〇 ノ』 ロ ニ・一」ヲ認 メ得

ル程 度 ノ尿 二 於 テモ、 本 法 ニ ヨ リ殆 ン ド常 ユ 菌

テ検 出 シ得 、 又 本法 陰 性 ナ ル トキ ハ培 養 上 『コ

ロ ニー 生 ズル コ トア リテ モ甚 ダ少 シ
a
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    Hieraus ist  wohl der  Schluss gestattet, dass  eine sog.  fliichtige  Lungeninfiltrierung 
 nicht von einheitlicher Natur ist, so dass sie erst durch genaue Untersuchung  bestirnmt 

werden soil.  (Autore  ferat  .) 

 Ober die Anwendung der  Tamura.schen Methode zur Anreicherung 
                     der Tuberkelbazillen im  Harn. 

                                    Von 

                               Takesi Hattori. 
 Aus der  Katsura-Naika Klinik der Taihoku Kaiserlichen Universitdt, Formosa. 

                             Direktor Prof. Dr.  Shigehiro Katsura.) 

    Es gibt  viele Methoden zur Anreicherung der Tuberkelbazillen im  Harn. Sie  sind 
zwar zur Kultur geeignet aber nicht zur Anfertigung des  Ausstrichpraparates, oder sie 
erfordern grosse Menge  Harn  und  viel Zeit, so dass keine der bisherigen Methoden  leicht 

 zum  praktischen Zweck angewendet werden kann.  Urn diesen Mangel zu  ersetzen, hat 
der Verfasser eine Methode ausgearbeitet, deren Prinzip darin besteht, dass die Tuberkel-
bazillen im  Harn durch  Anwendung von Esbachscher  LOsung  gefdlit,  und  dann nach 
der Methode von Tamura aus unserer Klinik angereichert werden. Das Verfahren dieser 
Methode, die als  Pikrinsauremethode bezeichnet werden  kiinnte, ist wie  folgend  aus-
zufiihren.  Wenn der  Harn deutlich positive  Eiweissreaktion durch  Sulfosalicylsaure 
zeigt, werden 20  ccm  davon in  ein Spitzglas hineingetan, 5  ccm Esbachscher  LOsung, 
2-5 Tropfen 25%iger  Schwefelsdure  und 10  ccm  frischen Wassers zugesetzt  und sanft 

 umgeriihrt. Es wird dann  fiir 20 Minuten bei 3000 Drehungen pro Minute zentrifugiert, 
nach Dekantierten wird  zum Bodensatz 1 Tropfen  25 Natronlauge zugesetzt  und 
mit einem zugespritzten  Stabchen unter vorsichtiger  Erwarmung  auf der  Gasflamme 

 umgeriihrt, wodurch das Sediment zu einer  homogenen Masse umgewandelt wird. Man 
tut nun einige Kubikzentimeter  frischen Wassers hinzu  und  riihrt unter  Erwarmung 
weiter  urn.  und wiederholt dieses Verfahren solange, bis das ganze Volumen etwa 20-fach 
des Bodensatzes wird. Darauf wird der Inhalt  nochmals  fiir 20 Minuten bei 3000 
Drehungen pro Minute zentrifugiert. Man dekantiert, hebt den Bodensatz mit einer 

 thinnen Pipette ab  und  streicht ihn auf  ein Objektglas in Form eines Rechtecks aus. 
Das Waschen des auszustreichenden Bodensatzes mit  ph.Nsiologischer  KochsalzlOsung oder 
das Anwenden eines Fixationsmittels beim Ausstreichen ist  unnOtig. Das Ausgetrichene 
wird im einem Trockenschrank bei 40 C-70'Cgetrocknet, nach der Methode von Ziehl- 
Toda  gefarbt  und die Tuberkelbazillen werden am Rand des Ausstrichs  na.chvsucht, da 

 sie sich am meisten an dieser  ,telle sammein. Wenn der Urin eiweissfrei ist oder nur 
sehr  schwache  Sulfosalicylsdurereaktion zeigt, tut man vorher dem 20  ccm Urin 0.5  ccrn 
Blutplasma hinzu  und behandelt weiter nach  (ler obigen Beschriebung. Durch diese 
Methode kann man Tuberkelbazillen  im  Harn in  einer  viel  einfacheren Weise  und  einer 

 viel  kiirzeren Zeit anreichern als durch die bisherigen Methoden.  Sie kann daher auch 
zur  alltaglichen ambulanten Untersuchung angewendet werden. 

    Wenn man das Resultat der  Arireicherung nach dieser Methode- mit  demjenigen 
 n7,-tch dem einfachen  Ausstrichprdparat des  Zentrifug,ates vergleicht,  und zwar dadurch, 

 dass man die  Tuberkelbazillenzahl in je 100 Gesichtsfeldern  aufzahlt, so  kiinnen etwa 
4  !-fach  s(,  viel  Tuberkelbazillen durch diese Methode  aufgedeckt werden, wie sich aus
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 dem  Befund  der  Tabelle  1,  u.  2.  ergiht.  Irn  Verkdeich  mgt  ler  einfachen  Anreicherunggs-

methode  des  Bodensatzes,  bei  dem  kk-!ine  Pikrins:dure  ancfewt-ndet  aber  s•inst  ganz  (g-leich 
behandelt  wird, entfaltet die  Pikrins'duremeth(Nle etwa  Wirkun 

 L. Im Vergleich mit der  Tanninsaurernethode nach  Pe'  rHil'  zeigt  diese  Methode  2-faeh 
so  grosse  NVirkung  kTabelle 3). Der  Nach\i*'s der  'Tutierke;ht7iHen  aus  len einfach-

ausstrichnegativen  Harn wird somit  (lurch  ri:(-He  PikrinsdurL,z-fieth(ole  ausserordeutlich 
erleichtert. Ferner kann man (lurch  diese Methude aus  dem Harm  desen Kultur der 

Tuberkelbazillen  nut'  ganz  sidrliche  Kolonien  ergiht,  sehr oft  Tuberkelbazillen  auttinden. 

Wenn die  Tuberkelbazillen durch  die  Pikrinsurerneth  )de nicht  auzufinden sind, so ist 
die  Kolonienzahl  bei der Kultur  gewuhnlich  ehr  wenig-,L4.1-:,(:h wenn  sic positive  Resu!.tate 

 ergiht. 

                                Tabelle 1. 

          Vergleich der  Pikrinsth_lreiliethoiki mit  tier  ,_ffrifa.chen  Anreich'-rung. 

 (Jiazill,nr .ahl in  j- 100 G.F. 

 Einfaf.ip                                                               Pik rinauren ..ihode                                                   Anreicheruc,. 

 Gesamtha  7i  t;  13767 

                                    1 

 Tal,,Te  2. 
 Vergleich der einfachen Anreicherung  mit dem einfachen 

 Ausstrichp:illparate. 
 'R a/illenzahl  in je  io^  !  -1  3g Fallen.) 

                                                     Eirfh 
 ri,  hi.r.apa 
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